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東秩父村和紙の里　 82－1468

図書館からのお知らせ

・らくごでことわざ笑辞典
　　ことわざにまつわるおもしろい
　お話、四つが入っています。
　　よく知られたことわざから、初
　耳のことわざまで、たのしくこと
　わざをおぼえるのにぴったりです！

・ぼくが消えないうちに
　　ラジャーは、アマンダが想像し
　てつくりだした親友だ。ふたりは
　いつも一緒に、楽しい時間をすご
　していた。しかしある日、アマン
　ダがいなくなり、ラジャーはひと
　りぼっちにされてしまう。アマン
　ダに忘れられると、ラジャーは

この世から消えてしまうというのに。大切な友だちを
探す、奇妙でゆかいな旅がはじまった…！新しいイギ
リス児童文学！

【東秩父写友会　
　　　　第１６回作品展】

　第１６回目となる今回は、自由

作品のほか課題作品として村内の「道」をテーマと

した作品が出展されます。

　「道」と言っても考え方は会員それぞれ。

村道、県道、けもの道、光の道すじ…等、一様に

「これ」とは言えません。

　会員の解釈した「道」がどのようなものなのか、

あなたの好きな道を探しにお出でください。

日　時　１０月７日（土）～９日（月・祝）

　　　　午前９時～午後４時

場　所　東秩父村和紙の里１階ギャラリー
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～図書紹介～


